
第６回 筑波小中高大連携社会科授業研究会
小・中・高の社会科教育の一貫性を考える

―「深い学び」を生み出す授業づくりに焦点をあてて―

本研究会は筑波大学附属小学校・中学校・高等学校社会科教育研究部が主催する社会科

研究会です。実際の授業の姿を通して、社会科の授業のあり方について具体的に考える会

です。

今大会では、小・中・高・大が連携して、新学習指導要領における「深い学び」を生み

出す授業づくりについて、各校種の授業を参観しながら考えていきたいと思います。

小学生、中学生、高校生の実際の学ぶ姿をもとに具体的に協議を進めます。

ぜひ、ご参加ください。

１．日時 令和２年１月１８日（土）

２．会場 筑波大学附属中学校・高等学校 敷地内 体育館横

桐陰会館 （東京都文京区大塚にあります）

３．資料代等 ２５００円 当日受付にてお支払いください。

ただし、事前申し込みの場合２０００円になります。

大学生、大学院生は１０００円になります。

学生証をご提示ください（現職教員は除く）。

４．内容と日程

９時３０分 受け付け開始

９時５０分 開会行事

１０時００分 小学校 ２年生の社会科につながる授業公開

授業者 梅澤 真一(筑波大学附属小学校)

１１時００分 中学校 ２年生の歴史分野の社会科の授業公開

授業者 山形 友広（(筑波大学附属中学校)

１２時００分 昼食

１３時００分 高等学校 １年生の地理の授業公開

授業者 中村 光貴(筑波大学附属高等学校)

１４時００分 パネルディスカッション

コーディネイター 由井薗 健(筑波大学附属小学校)

パネラー 梅澤 真一(筑波大学附属小学校)

パネラー 山形 友広(筑波大学附属中学校)

パネラー 中村 光貴(筑波大学附属高等学校)

コメンテーター 井田 仁康（筑波大学）

１６時２０分 閉会行事

★閉会のち懇親会を予定しています。ご参加ください。


